賀茂祭の源流 by 矢野 建一


















の装束に身をまとった行列が勅使・齋王代を警固して、京都御所から下・上賀茂社へと向かう。見どころは路頭の儀・社頭の儀（行列）であろう。勅使をはじめ検非違使、近衛使、内蔵使、山城使、牛車、風流傘、斎王代など、総勢五〇〇余名 馬三六頭、牛四頭、牛車二台、輿一台の風雅な王朝行列が、遠く東山や北山の峰々を眺望しながら下鴨神社へ さらに 神社へ その道 りは全長約八キロにもおよぶ。平安時 の雅 今日に伝える古式ゆかしい神事とされている。
 
今でこそ葵祭の名が有名だが、もともとは賀茂祭と呼ぶのが正式
であった。葵祭と呼ばれる うになる は、中世の応仁の乱で廃絶した賀茂祭が江戸時代の元禄年間に二〇〇年ぶり 再興されるに際してこのように呼ばれるようになったと考えられる。
 
賀茂祭は、もともとは山背国葛野郡を本拠とする鴨縣主の祭礼に
























（３）酉日を中心に「齋院御禊」 ・ 「警固儀」 ・ 「宮中儀」 ・ 路頭・社











































禁中で行われる「警固之儀」に注目した 。奈良時代には天皇の崩御や譲位など「国之大事」 際しては、愛發（近江国） ・不破（美濃
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較して位は低いが、 武官で天皇の側近 もの 任命されたのである。




る。もともと内藏寮は中務省の被官で、天皇にかかわる財政を担当し、宝物などの保管・出納、天皇 御服などの調進 臨時の勅 よる物品の調達 を管掌した役所である。しかし賀茂祭 なかんずく社頭の儀における内藏使は内藏幣
（＝天皇幣）の供進という重責
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日子と玉依日賣と う男女のペア齋主となり、神祭りに際しては酒杯として土器が用いられていたことである。下賀茂 社の北東・高野川ぞいには賀茂波爾神社が鎮座 る。この「波爾」
(埴＝ハニ
)は
土器の製作に従事する埿部のこととらしく、 『新撰姓氏録』 （山城国神別）に「西泥土部、鴨県主同祖、鴨建玉依彦命之後也」とみえる。もっとも、こうした雷神信仰におい 男女の齋主と土器 よ 祭祀






































に天皇愁ひ歎きたまひて、神牀に坐しし夜、大物主大神、御夢に顯れて曰りたま しく、 「是は我が御心ぞ。 故 意富多多泥古を以ちて、我が御前を祭らしめたまはば、神の氣起らず、國安らかに平らぎなむ。 」とのりたまひき。是を以ち 驛使を四方に班ちて、意富 多泥古と謂ふ人を求めたまひ 時、河内の美努村に其 人を見得 貢進りき。爾に天皇、 「汝は誰が子ぞ。 」と問ひ賜へば、答へて曰ししく「僕は大物主大神、陶津耳命の女、活玉依毘賣 娶して生める子、名は櫛御方命の子、飯肩巣見命の子、建甕槌命の子 僕意富多多泥古ぞ。 」と白しき。是に天皇大く歡びて詔り ひしく、 「天の下平らぎ、人民榮えなむ。 」とのりたまひて、即ち意富多多泥古命を以ち










活玉依毘賣、其の容姿端正しかりき。是に壯夫有りて、其の形姿威儀、時に比無きが、夜半の時儵忽到來つ 故、相感でて、共婚ひして共住る間 、未だ幾時もあらねば、其の美人妊身みぬ。爾 父母其の妊身みし事を恠しみて 其 女に問ひ 曰ひけらく 「汝は自ら妊みぬ。夫无きに何由か妊身める。 」 いへば 答へて曰ひけらく「麗美しき壯 有りて、其の姓名も知らぬが、夕毎に到來て共住める間に、自然懷妊みぬ。 」といひ 。是を以ちて其の父母 其の人を知らむと欲ひて、其の女に誨へて曰ひけらく、 「赤土を床の前 散し、 閇蘇
此の二字は音を以ゐよ
。 紡麻を針に貫きて、 其の衣の襴に刺せ。 」










て語られ、残念ながら奉祭者（共同体） の関係 つい 詳らかでない。ただ 大田田根子が居住していた河内国茅渟縣の陶邑 朝鮮半島から伝来した須恵器の生産地 知られる。しかも母 名も「陶津耳女」 とあるよう 土器の生産に関わ のある氏族であ 、いまでも美輪山山麓か は多くの須恵 具が発見されている（佐々木幹雄「三輪と陶邑」 『 神神社史』１９７５年） 。またミワ
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ノ神が人々に畏怖されるミモロノカミとして立ち顕われることは『日本霊異記』上巻第一話、 「雷を捉ふる縁」に、次のようにある。
 
 小子部栖輕は、泊瀬の朝倉の宮に二十三年天の下治めたまひし雄略天皇大泊瀬稚武の天皇と謂す。 隨身、肺脯の侍者なり。天皇 磐余の宮に住みたまひし時、天皇、后と大安殿に寐テ婚合したまへる時に、栖輕知ら不して參ゐ入りき。天皇恥ぢて輟 ヌ。時に當 て空に雷鳴る。即ち天皇、栖輕に勅して詔はく「汝、鳴雷を請け奉らむや」とのたまふ。答へて曰さく「請けたてまつら將」とま す。天皇詔曰はく「爾
しか
あらば汝請け奉れ」とのたまふ。栖輕勅を奉り宮
より罷出で、緋の蘰を額に著け、赤き幡桙を捧ゲテ、馬に乘り 阿部の山田の前の道と豐浦寺の前の路とより走り往きて、輕の諸越の衢に至り、 叫囁び請けて言はく 「天の鳴雷神、 天皇請け呼び奉る云々」といふ。然して此より馬を還して走りて言はく「雷神と雖も、何の故にか天皇の請けを聞か不らむ」といふ。走り罷る時に 豐浦寺飯岡との間に鳴雷落ち 在り。栖輕見て即ち神司を呼び 輿篭れて大宮に持ち向かひ、天皇に奏して言さく「雷 を請け奉れり」とまをす。時 雷光を放ち明り炫ケリ 天皇 恐り、偉シク幣帛を進り、落ちし處 還さ令めしかば、今に雷の岡 呼ぶ。古京の小治田の宮の北に在り。然して後時に
栖輕卒せにき。天皇勅して留む

























よって子々孫々まで祭られたとされている。すなわち三者の組み合わせが最も自然で素朴な形態（祖型）となって る。これに対し 、ミワノ神の場合は神と三輪山周辺の奉祭集団の関係は変わらないものの、齋主たるべき意富多多泥古が遠く河内に移 住むよ なった結果、神を祭るに当たってさまざまな支障が ったことが原因となって疫病が蔓延し とされている。こうした晡時臥山伝説 三輪山伝説を図式化すれば、次のようにな
 




 大倭葛木山の峯→山代の國の岡田の賀茂→ 代河の隨に下り→葛野河（桂川）と賀茂河との會ふ所に至りまし、→彼の川より上りまして、久我の國の北の山基に定まりましき。爾 時より、名づけて賀茂と曰ふ。
 
 とあるごとく、神と神を祭る人々の関係には触れられておらず、かわってカモノ神の倭西部から山背北部への移動が神話として子細に語られている。倭姫が御杖代となって天照大神の座地を求めた いう伝承と重なるが、このルートに沿って大和国葛上郡の鴨都波八重事代主命神社・鴨山口神社・葛木分神社・高鴨阿治
須岐託彦根神社、城上郡の火雷神社などが存在する。一方、山城国には乙訓郡坐火雷神社とともに、賀茂別雷（かもわけいかづち）神社、賀茂御祖（かものみおや）神社が存在することは言うまでもない。こうした大和の鴨氏と山背カモ氏をまったく無関係の氏族とする説もあるが（井上光貞「カモ県主の研究」 『日本古代国家の研究』１９６５年） トモ系氏族を別 すれば氏族名の多くが地名に由来することに注目したい（小野氏が近江の小野村に由来する例） 。大和国葛城上郡の鴨都波八重事代主命神社の所在する下鳧郷（ 『平安遺文』１―８１・８６、 ）は、まさに『延喜式』祝詞の見える葛城御県の故地に当たっている。 『平城京木簡』 １―４２８には 「葛木上郡賀茂里」とあって「賀茂」の表記は山代の賀茂とも通い用いられている。なお当社の別称である「葛木鴨社」は、もともと高鴨阿治須岐託彦根命神を含む名称であったが、天平宝字八（七六四）年以降、鴨都波八重事代主命神社にのみ用いられるようになった いう（西宮秀紀『律令国家と律令 祇制度の研究』 ） 。また『延喜式』の剛本・吉本の当社の傍訓には「字シモツカモノ」とあり、平治元 一一五九）年九月の「大和 目 下知状」 （ 『平安遺文』６―３０ には「下賀茂社」とある。カモの上下社の区別は、あるいは山背進出当初からのものとも考えられる。こうした点から下鳧（里）郷を本貫とする倭カモ氏 段階的な山城進出・移住を想定することも決して不自然ではない。ただ、山背への移住当初の神と奉祭集団との関係 、逸文に「百姓含愁」とあるごとく、かなり安定なも であっ ようだ
 


















 とあって、主殿寮主水司の名負氏であったとされている点が注目されよう。また『新撰姓氏録』 逸文の賀茂朝臣条には著名なヤタガラスの伝承をともなうことから主殿寮との関係に疑問の余地はない。ただ、主水司 果たしてどのように関わるのかは必ずしも明確でな もっとも『延喜式』によれば 水司 は「鳴雷神一座」が祀られ、毎年春秋の二季に祭礼がなさ ていた。また、主水司の職掌には「御生氣御井」 ことなどが見え、カモ県主との関係はつまびらかでないが 主水司は氷室の管理者としても知られ、全一〇氷室のうち上賀茂神社の周辺に小野氷室・土坂氷室・石前氷室・栗栖野の四氷室が存在する。また粥や漿水など水と深く関わる職掌に関与していることから、水や氷などの物品の朝廷への貢進を職掌とするようになったと考え れる。中世のことになるが、下鴨社領の一円地化のなかで、氷室の傜丁の故をもって、葛野郡の百姓が神戸に接収された例もある。もちろん、下・上社ともに本来は山背盆地の水源の御蔭山、 北山に ます雷神を農業神とし 祭る存在で 。それが欽明期以降 山背盆地へ進出・移住をきっかけとして 農地を山背盆地を潤す水源を支配す とともに、水 司る氏 して王権
 































 とあって、すでに山城国司による祭礼への関与は平安遷都をはるかにさかのぼる七世紀末には実施されていた。では賀茂祭に対する山城国司の供奉・臨検はな を意図したものであったのであろうか。ここで注意 れるのは 大宝二年まで全面禁止とな ていた「会衆騎射」を「唯当国之人、不在禁限」として、山城国の人々に これを容認する方向に転換していることである。すなわち、 換言すれば、山城賀茂県主であれば問題はな が、近隣の国々 おそらくは倭葛木鴨などの同祖とはいえ、他国 人々が山背の賀茂祭に会衆し 「執仗騎射」の果てに「闘乱」 及ぶことを恐れたためで あるまいか。大宝二年といえば、いうま もなく造籍 年に当たる。 からすれば、本貫地を離れて他国の祭礼へ 無断 会衆 看過しえないものであったのであろう。もっとも、それも天平十年に 「任意聴祭、 但祭礼之庭勿令闘乱」 と、 ほぼ全面的 容認するところとなった。古代の祭礼にかける人々のエネルギーが政治を動か た事例のひとつと見ることが きよう。
 
 











なる賀茂祭の路頭の儀と社頭の儀、および賀茂祭の源流についてささやかな提言をこころみた。十分な論証をともなわない雑駁なものであることをお許し願いたい。ただ、念のために申し添えれば、日本を代表する多くの祭礼は長い歴史のなかでさまざまな変貌をとげていることであ 。賀茂 につ ても応仁の乱 廃絶し、江戸時代の元禄年間に二〇〇年ぶりに再興され 前とあとと は質的 も大きな変化が認められるという。調査 際し はこ 点に十分に配慮されることをお願いし、報告を終わりたいと思う。
 
